
2020 Tokyo→2025 Osaka 

■具体的実践例 

１．CITY：先端集積拠点構築 
       　TECH&POPの集積拠点を実装し、世界にモデルを示す。 

２．EDU ：超教育立国 
　　　先端技術を集積し最先端教育の場を実装し、世界にモデルを示す。 

■ 日本の強み 
　１．国際的ポジション 
　２．高度ICTインフラ 
　３．2020、2025 
　４．課題先進国 

■ACTION 
　世界の資金的・人的資源を集結し、日本のICTインフラの上に 
　Society5.0の先端ショーケース/モデルを構築する。　 
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